
番
号

縮
尺

長 長
照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

／

（ 土 腐 橋 ）

課 係

全体一般図

中 野 市

中野市大字新保

土腐橋

令和５年度　道路メンテナンス事業
土腐橋橋梁補修工事

1：100

土 腐 橋全体 一 般図 S=1:100

標 準 断 面 図 S=1:50

平 面 図

側 面 図

Mov
Fix

篠
井

川

0.20支間長 L=24.12m0.20

0.04桁長 L=24.52m0.04

橋長 L=24.60m

0.20支間長 L=24.12m0.20

0.04桁長 L=24.52m0.04

橋長 L=24.60m

2.
10

3.
00

0.35 3.00 0.35

3.70

コンクリート床板

コンクリート舗装
ガードレール

1.45 2.10 0.80

0.
12

0.
30

0.
95

0.
89

市道 新保53号線

注 記 ） こ の 一 般 図 は 、 メ ジ ャ ー 等 に よ る
　 　 　 簡 易 測 量 に よ り 作 成 し た 図 面 で す 。

(至　中野市街）

（至　小布施市街）

A1 A2

A1 A2

主桁　H-800x300x12x25

端横桁

横桁
［-300x90x9x13

［-300x90x9x13

橋 梁 条 件

道路規格 市道 新保53号線

橋　長

桁　長

支間長

橋　格

平面線形

幅　員

縦断勾配

横断勾配

上部工

下部工

基準書

Ａ1橋台

Ａ2橋台

不明

斜　角

L= 24.60m

L= 24.52m

L= 24.12m

直線

90°00′00″

W(有効幅員）= 3.00m

Level

屋根勾配

逆Ｔ式橋台

逆Ｔ式橋台

竣工年月日 昭和43年3月（1968年：塗装記録）

0.
35

0.
35

3.
70

活荷重非合成Ｈ型鋼橋

(1
:1
.5
)

(1:1.5)

G1

G2

1
12

排水管 SGP90A



番
号

縮
尺

長 長
照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

／

（ 土 腐 橋 ）

1：50

令和５年度　道路メンテナンス事業
土腐橋橋梁補修工事

課 係

上部工構造図

中 野 市

中野市大字新保

土腐橋

上部 工 構 造図 S=1:50

中 央 部 断 面 図

A1橋 台 部

A2橋 台 部

2.
10

0.
35

3.
00

0.
35

3.
70

2.
10

0.
35

3.
00

0.
35

3.
70

H-800x300x12x25

上 面

下 面

縦 断 面

側 面

0.35 3.00 0.35

3.70

コンクリート床板

コンクリート舗装
ガードレール

0.
12

0.
30

0.
96

0.
89

0.35 3.00 0.35

3.70

コンクリート床板

コンクリート舗装
ガードレール

0.80 2.10 0.80

0.
12

0.
30

0.
96

0.35 3.00 0.35

3.70

コンクリート床板

コンクリート舗装
ガードレール

0.
12

0.
30

0.
96

0.
89

A1

A1

A1

A1

A2

A2

A2

A2

H-800x300x12x25

横桁
［-300x90x9x13

［-300x90x9x13
端横桁

端横桁
［-300x90x9x13

G1

G2

G1G2

G1 G2

2
12



番
号

縮
尺

長 長
照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

／

（ 土 腐 橋 ）
令和５年度　道路メンテナンス事業
土腐橋橋梁補修工事

1：50

課 係

下部工構造図

中 野 市

中野市大字新保

土腐橋

A1橋 台

下 部工 構造 図 S=1:50

A2橋 台

0.35 3.00 0.35

3.70

0.
12

0.35 3.00 0.35

3.70

コンクリート舗装

0.
12

3.00

3.70

2.10

0.350.35

2.10

3.00

3.70

0.35 0.35

0.
30

0.
70

5.00

0.30 0.70

0.04

0.66

0.10

0.
53

0.
10

0.
36

0.20

0.46 0.20

0.46

0.04

0.66

0.300.70

0.10

0.
53

0.
10

0.
36

正面図

側 面図

平 面図 平面 図

側面図

正面 図

G1 G2G2 G1

3
12



番
号

縮
尺

長 長
照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

／

（ 土 腐 橋 ）
令和５年度　道路メンテナンス事業
土腐橋橋梁補修工事

課 係

1：50上部工変状図

中 野 市

土腐橋

中野市大字新保

上 部 工変状 図 S=1:50

Mov
Fix

上下流

表面剥離

700x700

地覆表面はひび割れ、遊離石灰の表出が激しい。

地覆表面はひび割れ、遊離石灰の表出が激しい。

地覆側面はひび割れ、遊離石灰の表出が激しい。

上段ビーム、ビーム材変形
上流側

2.
10

0.
35

3.
00

0.
35

3.
70

A1 A2

0.20

支間長 L=24.12m0.20

主桁　H-800x300x12x25

(1
:1
.5
)

(1:1.5)

側 面 図

2.
10

0.
35

3.
00

0.
35

3.
70

A1 A2

床 板 下 面
ひび割れ、遊離石灰、鉄筋表出

ひび割れ、遊離石灰、鉄筋表出

G1

G2
4

路 面 変 状 図

12

コンクリート舗装ひび割れ W=0.5～1.0

鉄
筋
表
出

鉄筋表出

鉄筋表出

鉄筋表出

鉄筋表出



番
号

縮
尺

長 長
照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

／

（ 土 腐 橋 ）
令和５年度　道路メンテナンス事業
土腐橋橋梁補修工事

1：50

課 係

下部工変状図

中 野 市

土腐橋

中野市大字新保

A1橋 台

下 部工変 状 図 S=1:50

A2橋 台

下 流側側 面 橋台傾 倒図

単位：W(mm)

      L(m)

単位：W(mm)

      L(m)

凡  例 凡  例

W=20
L=1.0

W=0.5
L=1.6

W=0.8
L=0.5

W=0.5
L=0.8

W=0.6
L=0.4

W=0.25
L=0.6

W=0.3
L=0.3

W=0.3
L=0.4

W=0.3
L=0.3

W=0.3
L=0.5

W=0.2
L=0.4

W=0.2
L=0.4

W=0.5
L=0.5

W=0.5
L=0.3

W=0.5
L=0.9

亀裂

W=0.5
L=0.7

W=1.0
L=0.3

ひび割れ低圧注入

W=10
L=1.5

W=0.5
L=0.8

W=1.2
L=1.2

W=1.0
L=1.7

W=1.0
L=3.3

W=1.0
L=0.7

W=1.2
L=2.5

W=1.5
L=1.8

W=1.0
L=1.7

W=1.0
L=1.2

W=1.0
L=0.7

W=1.0
L=1.8

Ｕカット充填工法

W=10
L=5.0

W=10
L=5.0

Ａ2橋台傾倒線

コンクリート剥離
  W500xH200

コンクリート剥離
  W500xH200

コンクリート剥離
  W300xH100

0.35 3.00 0.35

3.70

0.
12

2.10

3.00 0.350.35

3.70

0.35 3.00 0.35

3.70

コンクリート舗装

0.
12

3.00

2.10

3.70

0.350.35

胸壁ハツリ跡

  W350xH300

胸壁ハツリ跡

  W350xH300

0.30 0.70 0.30 0.70

85

1580

5
12



番
号

縮
尺

長 長
照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

／

（ 土 腐 橋 ）
令和５年度　道路メンテナンス事業
土腐橋橋梁補修工事

上部工補修図（1）

課 係

中 野 市

土腐橋

中野市大字新保

1：50

S=1:50上 部 工補 修 図 (1)

Mov
Fix Fix

0.20支間長 L=24.12m0.20

0.04桁長 L=24.52m0.04

橋長 L=24.60m
2.
10

0.
35

3.
00

0.
35

3.
70

A1 A2

H-800x300x12x25

側 面
A1 A2

H-800x300x12x25

横桁
［-300x90x9x13

端横桁
［-300x90x9x13

再塗 装面積 計算

・ 主 桁

上 フ ラ ン ジ A = (0.30+0.144x2)x24.52 = 14.42 m

A = 0.75x2x24.52 = 36.78 mウ エ ブ

下 フ ラ ン ジ A = (0.30+0.144x2)x24.52 = 14.42 m

小 計 　 65.62ｘ 2 = 131.24 m

0.35 3.00 0.35

3.70

コンクリート床板

ガードレール

0.80 2.10 0.80

0.
12

0.
30

0.
96

横桁
［-300x90x9x13

0.35 3.00 0.35

3.70

コンクリート床板

ガードレール

0.
12

0.
30

0.
96

0.
89

［-300x90x9x13
端横桁

L=2.05

・ 端 横 桁 (ガ セ ッ ト 、 補 剛 材 含 む ）

A = 0.956x2+0.09x2x2.05x2 = 2.65 m

L=2.05

・ 横 桁 (ガ セ ッ ト 含 む ）

A = 0.716x2+0.09x2x2.05x2 = 2.17 m
2

小 計 　 2.17ｘ 2 = 4.34 m

・ 排 水 管 (SGP90A)

1.
22

A = 0.32x1.22x4 = 1.56 m

再 塗 装 面 積 合 計 142.44 m

（ 主 構 再 塗 装）

6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

アスファルト舗装 アスファルト舗装

小 計 　 2.65ｘ 2 = 5.30 m

12



番
号

縮
尺

長 長
照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

／

（ 土 腐 橋 ）
令和５年度　道路メンテナンス事業
土腐橋橋梁補修工事

1：50

課 係

上部工補修図（2）

中 野 市

土腐橋

中野市大字新保

上 部 工補 修 図 (2) S=1:50

中 央 部 断 面 図

端 部

チッピングを行い（2cm程度）

Mov
Fix

チッピングを行い（2cm程度）

チッピングを行い（2cm程度）

チッピングを行い（2cm程度）

チッピングを行い（2cm程度）

地覆表面はけい酸塩系の表面含浸工法を採用する。

地覆表面はけい酸塩系の表面含浸工法を採用する。

地覆表面はけい酸塩系の表面含浸工法を採用する。

けい酸塩系の表面含浸工法を採用する。

けい酸塩系の表面含浸工法を採用する。

ポリマーセメントモルタルにて復旧

ポリマーセメントモルタルにて復旧

ポリマーセメントモルタルにて復旧

ポリマーセメントモルタルにて復旧

ポリマーセメントモルタルにて復旧

2.
10

0.
35

3.
00

0.
35

3.
70

A1 A2

0.20

支間長 L=24.12m0.20

主桁　H-800x300x12x25

(1
:1
.5
)

(1:1.5)

側 面 図

2.
10

0.
35

3.
00

0.
35

3.
70

A1 A2

床 板 下 面

G1

G2

橋面防水層設置

A=8.46m
2

A=8.46m
2

A=7.36m
2

0.35 3.00 0.35

3.70

コンクリート床板

ガードレール

0.
12

0.
30

0.
96

0.
89

0.35 3.00 0.35

3.70

コンクリート床板

ガードレール

0.80 2.10 0.80

0.
12

0.
30

0.
96

横桁
［-300x90x9x13

［-300x90x9x13
端横桁

G1G2

※ 鉄 筋 表 出 部 分 に は 防 錆 処 理 を 行 う 。

A=4.00m
2

A=0.49m
2

7

路 面 補 修 図

アスファルト舗装

アスファルト舗装

12

（アスファルト再舗装）

A=16.01m
2

A=16.01m
2



番
号

縮
尺

長 長
照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

／ 図　示

（ 土 腐 橋 ）
令和５年度　道路メンテナンス事業
土腐橋橋梁補修工事

課 係

橋面防水計画図

中 野 市 

土腐橋

中野市大字新保

橋 面防 水 計画図

S=1:5

S=1:50

導水管を排水桝に連結 導水管を排水桝に連結

導水管を排水桝に連結 導水管を排水桝に連結

2.
10

0.
35

3.
00

0.
35

3.
70

A2

30

50

地覆

塗 膜 防 水 端 部 詳 細 図

成形目地材

A1

8

路 面 補 修 図

アスファルト舗装 t=50

12

塗膜防水 A=72.4m
2

導水管 φ18

塗膜防水層

端部にて立ち上げる

導水管　φ18 延べ延長 L=54.1m

（排水勾配の確保）



2×1500=3000

90°
0'0"

12
0

90

12
0

90

3700

350 3000 350

50
30

90 55 9055

50

50
40

15740157

400

90

30

40

橋長 L=24600

40 桁長 L=24520 40

37
00

35
0

30
00

35
0

90
°

0'
0"

9
12

番
号

縮
尺

長 長
照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

図　示

（土腐橋）

／

令和５年度　道路メンテナンス事業
土腐橋橋梁補修工事

課 係

伸縮装置計画図

中 野 市

土腐橋

中野市大字新保

本体鉄筋 D13

ファルコン t=90

シームレスジョイント シール材シール材

現場溶接

ファルコン本体鉄筋 D13

伸縮シート

プライマー塗布

バックアップ材

@250@250

差筋アンカー D13差筋アンカー D13

シール材

シール材

シール材

シール材

シール材

シームレスジョイント

アスファルト舗装

土腐橋伸縮装置計画図

部材平面図 S=1:30

断 面 図 S=1:30 伸縮装置取付断面図 S=1:5

S=1:2シール材充填図

配 置 図 S=1:100

（地覆部）

床 版 側橋 台 側

A1

M

A2

F

数量表（設置）

数量表（他材料）

伸 縮 金 物

名　称

シ ー ル 材

弾 性 合 材

L 3.0シ リ コ ン 系

本体鉄筋・伸縮シート装備

単位

シームレスジョイント SJ-M型

品名又は仕様

フ ァ ル コ ン

1.8

0.216

kg

m3

数　量

6.000m

備　考

差筋アンカー 本 96D13

名　称 単位 数　量 備　考

プライマー ファルコンゾール

品名又は仕様

注1）仕様・諸寸法・適応の可否は、現地再調査及び照査の上、決定のこと。

注2）伸縮装置箱抜部については、必要に応じて超速硬無収縮モルタル等にて

　 　補修及び不陸調整を行うこと。

注3）既設伸縮装置は不明。



番
号

縮
尺

長 長
照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

／ 1：50

（ 土 腐 橋 ）

ひ び割れ 部低 圧注入 工

ひびわれ（エポキシ樹脂系注入材充填）

エポキシ樹脂系シール材

ゴム加圧式注入器具

取り付けパイプ

亀裂 部Ｕカ ット充 填工

令和５年度　道路メンテナンス事業
土腐橋橋梁補修工事

課 係

下部工補修図(1)

土腐橋

中野市大字新保

中 野 市 

下部 工 補修図 (1) S=1:50

単位：W(mm)

      L(m)

凡  例

けい酸塩系の表面含浸工法を採用する。

けい酸塩系の表面含浸工法を採用する。

けい酸塩系の表面含浸工法を採用する。

W=0.5
L=1.6

W=0.8
L=0.5

W=0.5
L=0.8

W=0.6
L=0.4

W=0.25
L=0.6

W=0.3
L=0.3

W=0.3
L=0.4

W=0.3
L=0.3

W=0.3
L=0.5

ひび割れ低圧注入

a

b

c

d

e

f

L(mm) W×L

0.25 600 150

0.30  500 150

0.30  400   120

0.30 300  90

0.30  300  90

0.60 400 240

合　計 5,400 2,440

平均幅 延べ延長 L=5,400mm

W(mm)

g

h

0.80 400

0.50 1,600 800

a

b

c

d

e f

g

h

i

i 0.50 400

 500

 800

0.45

W=10
L=1.5

W=0.5
L=0.8

Ｕカット充填工法

W=10
L=5.0

W(mm) L(mm)

合　計

0.35 3.00 0.35

3.70

0.
12

2.10

3.00 0.350.35

3.70

（ Ａ 1橋台 ）

10
mm

程
度

　　　　充填材

（エポキシ樹脂モルタル）

0.
10

0.
30

0.65x0.30x0.10 部分を解体

ポリマーセメントモルタルで復旧

ポリマーセメントモルタルで復旧

V=0.03m
3

A=1.33m
2

A=1.26m
2

A=0.87m
2

平面 図

正 面図

伸縮装置の弾性合材部分
0.65

10

0.65x0.30x0.10 部分を解体

12

ひ び 割 れ 補 修 集 計 （ 低 圧 注 入 ）

1

2

3

Ｕ カ ッ ト 充 填 工 法 集 計

10

10

10

5,000

1,500

  800

7,300

1

2

3

エ ポキ シ 樹脂 系 プラ イ マー 塗 布

カ ッ ト 線



ひび割 れ部低 圧注入 工

ひびわれ（エポキシ樹脂系注入材充填）

エポキシ樹脂系シール材

ゴム加圧式注入器具

取り付けパイプ

亀裂 部Ｕカ ット 充填工

番
号

縮
尺

長 長
照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

／ 1：50

（ 土 腐 橋 ）
令和５年度　道路メンテナンス事業
土腐橋橋梁補修工事

課 係

下部工補修図(2)

中 野 市 

土腐橋

中野市大字新保

下流 側側面

下部 工 補修図 (2) S=1:50

単位：W(mm)

      L(m)

凡  例

けい酸塩系の表面含浸工法を採用する。

けい酸塩系の表面含浸工法を採用する。

けい酸塩系の表面含浸工法を採用する。

W=0.5
L=0.7

W=1.0
L=0.3

a

b

c

d

e

L(mm) W×L

0.20 400  80

0.20  400  80

 500   250

0.50 900 450

0.50 300 150

合　計 3,500 1,660

平均幅 延べ延長 L=3,500mm

W(mm)

W=0.2
L=0.4

W=0.2
L=0.4

W=0.5
L=0.5

W=0.5
L=0.3

W=0.5
L=0.9

ひび割れ低圧注入

a b

cd

e
f

g

f

g

1.00 300 300

0.50 700 350

0.50

0.47

W(mm) L(mm)

合　計

W=1.2
L=1.2

W=1.0
L=1.7

W=1.0
L=3.3

W=1.0
L=0.7

W=1.2
L=2.5

W=1.5
L=1.8

W=1.0
L=1.7

W=1.0
L=1.2

W=1.0
L=0.7

W=1.0
L=1.8

W=10
L=5.0

Ｕカット充填工法

W=10
L=0.4

0.30 0.70

（ Ａ 2橋台 ）

10
mm

程
度

　　　　充填材

（エポキシ樹脂モルタル）

0.35 3.00 0.35

3.70

0.
12

3.00

2.10

3.70

0.350.35

表面を2cm程度はつり

ポリマーセメントにて復旧

A=0.03m
2

表面を2cm程度はつり

ポリマーセメントにて復旧

A=0.10m
2

A=0.10m
2

平面 図

正面 図

伸縮装置の弾性合材部分

A=1.33m
2

A=1.30m
2

A=0.87m
2

A=0.10m
2

5000

11
12

ひ び 割 れ 補 修 集 計 （ 低 圧 注 入 ）

1

2

Ｕ カ ッ ト 充 填 工 法 集 計

10

10

5,000

  400

22,000

3

4

5

6

7

8

10 1,200

10   700

10 3,300

10 1,700

10 1,700

10 1,800

9 10 2,500

10 10 　700

11 10 1,200

12 10 1,800

1

2

3

6

5

47

8

9

10

11

12

エ ポキ シ 樹 脂系 プ ライ マ ー塗 布

カ ッ ト 線



番
号

縮
尺

長 長
照
査

設
計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

／ 図　示

（ 土 腐 橋 ）（ 参 考 ）
令和５年度　道路メンテナンス事業
土腐橋橋梁補修工事

土腐橋仮設計画図

課 係

中 野 市

土腐橋

中野市大字新保

土 腐 橋 仮設 計 画図

S=1:100吊 り 足 場 側 面 図
吊 り 足 場 計 画 図 S=1:30

Mov
Fix

12
12

0.20支間長 L=24.12m0.20

0.04桁長 L=24.52m0.04

橋長 L=24.60m

A1 A2

(1
:1
.5
)

(1:1.5)

3.70

0.
12

0.
50

朝
顔

2.5023.20

朝顔


